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畑の宝探し
　9/26（木）、ホクユーパック株式会社の管理する「こどものうえん」でゆうばり小学校の皆さんがさつま
いもの収穫を体験しました。
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第
１

計
画
と
具
体
的
な
措
置
の
状
況

１�　
事
務
と
事
業
の
見
直
し
、組
織
の
合
理
化
そ

の
他
の
歳
出
削
減
に
関
す
る
状
況

◎�

⑴
～
⑻
の
措
置
に
よ
る
削
減
効
果
額
は
平
成

21
年
度
か
ら
の
累
積
で
約
4
2
7
億
円

⑴
人
件
費

○�

全
会
計
の
職
員
数
は
、令
和
5
年
4
月
1
日
現

在
で
1
5
6
人
で
し
た
が
、年
度
途
中
の
採
用

者
が
1
人
、普
通
退
職
者
が
4
人
お
り
、年
度

末
の
在
職
者
は
1
5
3
人
で
し
た
。

○�一
般
職
給
与
は
、国
家
公
務
員
準
拠
を
原
則
と

し
た
上
で
、給
料
月
額
は
令
和
5
年
度
人
事
院

勧
告
後
の
給
料
表
を
基
本
と
し
て
、5
％
削
減

し
た
ほ
か
、諸
手
当
に
つい
て
は
計
画
ど
お
り
の

削
減
を
行
い
、特
別
職
給
与
や
議
員
報
酬
、非

常
勤
特
別
職
報
酬
に
つ
い
て
も
計
画
ど
お
り
の

削
減
を
行
い
ま
し
た
。

○�

こ
う
し
た
削
減
措
置
の
ほ
か
、年
度
途
中
に
退

職
し
た
職
員
分
の
不
補
充
な
ど
に
よ
り
、総
人

件
費
は
計
画
に
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
物
件
費

○�

旅
費
、需
用
費
、委
託
料
、交
際
費
、備
品
購
入

費
な
ど
の
物
件
費
は
、計
画
ど
お
り
経
費
の
削

減
に
努
め
た
ほ
か
、契
約
事
務
の
適
正
な
執
行

に
よ
っ
て
、計
画
に
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

⑶
維
持
補
修
費

○�

各
種
公
共
施
設
や
公
営
住
宅
な
ど
に
要
す
る

管
理
経
費
な
ど
の
維
持
補
修
費
は
、計
画
ど

お
り
経
費
の
削
減
や
契
約
事
務
の
適
正
な
執

行
に
よ
って
、計
画
と
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

⑷
扶
助
費

○�

扶
助
費
は
、計
画
ど
お
り
市
単
独
事
業
は
高

齢
者
、子
ど
も
た
ち
、教
育
活
動
への
給
付
に
限

り
実
施
し
た
ほ
か
、低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金

な
ど
に
お
い
て
計
画
で
見
込
ん
で
い
た
対
象
人

員
や
経
費
な
ど
が
見
込
み
を
下
回
っ
た
こ
と
か

ら
、計
画
に
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

⑸
補
助
費
等

○�

各
種
補
助
金
な
ど
の
補
助
費
等
に
つい
て
は
、計

画
ど
お
り
真
に
必
要
な
も
の
に
限
定
し
経
費
の

削
減
に
努
め
ま
し
た
。

○�

市
民
活
動
な
ど
に
使
途
を
指
定
し
た
寄
付
金

を
基
金
に
積
み
立
て
、当
該
基
金
を
財
源
と
し

た
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑹
投
資
的
経
費

○�

投
資
的
経
費
は
、計
画
期
間
内
に
実
施
す
る
主

要
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
市
営
住
宅
再

編
事
業
に
よ
る
市
営
住
宅
改
善
工
事
を
は
じ

め
、過
疎
債
の
ハ
ー
ド
事
業
を
活
用
し
た
市
立

診
療
所
な
ど
の
移
転
改
築
に
係
る
建
設
工
事

な
ど
、必
要
性
や
財
源
に
つ
い
て
十
分
な
検
討

を
行
っ
た
上
で
真
に
必
要
な
も
の
に
限
定
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

⑺
公
債
費

○�

公
債
費
は
、計
画
ど
お
り
地
方
債
の
新
規
発
行

の
抑
制
に
努
め
な
が
ら
、着
実
に
債
務
を
償
還

し
、実
質
公
債
費
比
率
の
改
善
を
図
り
ま
し

た
。

⑻
他
会
計
繰
出
金

○�

他
会
計
繰
出
金
は
、事
業
の
経
営
改
善
や
収
入

の
適
正
化
な
ど
の
取
組
状
況
を
踏
ま
え
、計
画

に
基
づ
く
繰
出
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

２�　
地
方
税
そ
の
他
の
収
入
の
増
徴
に
関
す
る

状
況

◎�

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
5
億
2
0
0
0
万
円

○�

市
税
そ
の
他
の
収
入
の
徴
収
に
あ
た
って
は
、計

画
ど
お
り
合
理
的
な
計
画
徴
収
に
努
め
ま
し

た
。

３�　
地
方
税
そ
の
他
の
収
入
で
滞
納
に
係
る
も

の
の
徴
収
に
関
す
る
状
況

◎�
次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
1
億
1
6
0
0
万
円

○�

適
正
か
つ
公
平
な
徴
収
の
実
現
を
目
指
し
、研

修
会
の
参
加
な
ど
を
通
じ
て
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、定
期
的
な
催
告
や
財
産
調
査
の
推

進
、差
し
押
さ
え
な
ど
滞
納
処
分
の
強
化
な
ど

法
令
に
基
づ
く
厳
正
な
処
分
の
実
施
に
努
め

た
ほ
か
、生
活
実
態
を
把
握
し
滞
納
原
因
の
解

消
に
つ
な
げ
る
た
め
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
、滞
納
者
の

納
税
意
識
の
改
善
を
図
る
こ
と
で
、収
入
の
確

保
に
努
め
ま
し
た
。

○�

市
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
は
、年
2
回
滞
納

者
全
員
に
催
告
書
を
送
付
し
、連
絡
の
な
い
誓

約
不
履
行
者
に
対
し
て
は
、職
員
が
直
接
電
話

や
面
談
を
す
る
な
ど
、滞
納
に
つ
い
て
現
状
を

認
識
さ
せ
、支
払
い
を
促
し
ま
し
た
。

○�

悪
質
な
滞
納
者
に
つい
て
は
法
的
措
置
を
執
行

し
、滞
納
分
の
給
与
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分

を
判
決
と
し
て
求
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、令

和
5
年
度
に
つい
て
は
、裁
判
の
実
施
に
は
至
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、滞
納
者
と
の
納
付
誓
約
を
結

ぶ
た
め
積
極
的
な
個
別
訪
問
や
電
話
連
絡
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、収
入
の
確
保
に
努
め

ま
し
た
。

４�　
使
用
料
な
ど
の
変
更
、財
産
の
処
分
そ
の
他

の
歳
入
の
増
加
に
関
す
る
状
況

◎�

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
11
億
2
0
0
万
円

○�

使
用
料
と
手
数
料
は
、平
成
19
年
度
に
実
施
し

た
引
き
上
げ
な
ど
の
見
直
し
に
基
づ
き
、引
き

続
き
収
入
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

○�

財
産
の
処
分
な
ど
そ
の
他
の
収
入
の
増
加
に
向

け
た
対
策
と
し
て
、分
譲
地
の
価
格
見
直
し
や

平
成
27
年
度
か
ら
開
始
し
た
高
松
ズ
リ
山
の
ズ

リ
売
却
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

○�

以
上
の
ほ
か
、金
融
機
関
店
舗
と
し
て
の
市
庁

舎
の
有
償
貸
与
や
財
政
再
建
に
係
る
有
料
視

察
の
受
入
れ
に
よ
り
、収
入
の
確
保
に
努
め
ま

し
た
。

財
政
再
生
計
画
の
令
和
５
年
度
実
施
状
況

　

夕
張
市
は
、平
成
22
年
３
月
に
総
務
大
臣
の
同
意
を
得
て
財
政
再
生
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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５�　
超
過
課
税
ま
た
は
法
定
外
普
通
税
に
よ
る

地
方
税
の
増
収
に
関
す
る
状
況

◎�
次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
5
億
5
4
0
0
万
円

○�

市
税
は
、法
令
上
の
上
限
の
税
率
な
ど
を
踏
ま

え
、平
成
19
年
度
に
行
っ
た
見
直
し
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
度
末
に
行
っ
た
計
画
の
抜
本
的
な
見

直
し
に
伴
い
、超
過
税
率
を
一
部
見
直
し
ま
し

た
。

第
２

そ
の
他
財
政
の
再
生
に

　

必
要
な
事
項
の
措
置
の
状
況

○�

実
質
的
な
計
画
期
間
の
14
年
度
目
で
あ
る
令

和
5
年
度
に
つい
て
は
、物
価
な
ど
の
高
騰
に
よ

り
影
響
を
受
け
る
低
所
得
者
を
は
じ
め
と
し

た
生
活
者
へ
の
支
援
や
経
済
対
策
の
ほ
か
、計

画
策
定
後
に
生
じ
た
新
た
な
諸
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、事
務
事
業
の
必
要
性
や
緊
急
性
な

ど
を
十
分
検
討
し
た
上
で
、財
源
確
保
を
図
り

な
が
ら
計
5
回（
6
月
、9
月
、12
月
、1
月
、3

月
）の
計
画
変
更
を
実
施
し
ま
し
た
。

○�

ま
た
、令
和
5
年
8
月
に
国
、北
海
道
、市
の
実

務
者
に
よ
る
三
者
協
議
を
実
施
し
、今
後
も
着

実
に
財
政
再
生
計
画
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、

市
民
生
活
の
安
定
や
地
域
の
振
興
・
再
生
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
う
え
で
本
市
が
抱
え

る
課
題
な
ど
に
つい
て
協
議
を
行
い
、三
者
で
認

識
を
共
有
し
ま
し
た
。

○�

今
後
と
も
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振

興
、子
育
て
環
境
や
住
環
境
の
充
実
に
よ
る
定

住
促
進
、合
宿
誘
致
や
産
業
遺
産
を
活
用
し

た
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、地
方
税
の

増
収
を
目
指
す
と
と
も
に
、こ
れ
ら
の
事
業
を

展
開
し
て
い
く
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

○�

夕
張
市
の
再
生
の
た
め
に
は
市
民
、議
会
、行
政

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、本
市
と
し
て
は
、今
後
と
も
情
報
公
開
の

推
進
に
よ
る
透
明
性
の
高
い
行
財
政
運
営
に
努

め
る
と
と
も
に
、市
民
参
加
や
民
間
活
力
の
導

入
な
ど
、市
民
・
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

第３ 計画額と実績額の比較と再生振替特例債残額の状況

第４ 健全化判断比率の状況 （単位：％）

区　　分 早期健全化基準 令和５年度
計画値

令和５年度
実績値

【参考】令和４年度
実績値

実質赤字比率 １５．００ ０．００ ０．００ ０．００
連結実質赤字比率 ２０．００ ０．００ ０．００ ０．００
実質公債費比率 ２５．０ ６８．０ ６７．２ ６７．４
将来負担比率 ３５０．０ ２４９．２ １７１．７ ２２０．７

【一般会計】 （単位：千円）

区　　分
令和５年度
計画額　ア

令和５年度
実績額　イ

差引増減
（イ－ア） 主な増減理由

歳　入　① 12,431,565 11,535,804 △ 895,761
地方交付税（普通交付税、特別交付税）271百万円、国道支出金（住宅市街
地総合整備促進事業補助金、道路メンテナンス補助金など）▲111百万
円、繰入金（財政調整基金繰入金など）▲835百万円、地方債（過疎対策事
業債など）▲190百万円、その他（夕張まちづくり寄附金など）▲32百万円　　　

歳　出　② 12,431,565 11,535,092 △ 896,473

人件費（給料、各種手当など）▲125百万円、物件費（需用費、委託料など）
▲195百万円、維持補修費（除雪委託料など）▲64百万円、扶助費（低所得
世帯支援給付金など）▲133百万円、建設事業費（模擬坑道復旧工事など）
▲180百万円、繰出金（介護保険事業会計繰出金など）▲74百万円、その他

（幸福の黄色いハンカチ基金積立金など）▲121百万円
歳入歳出差引額
（①－②） 0 712 712

再生振替特例債残額 7,477,834 7,477,834 0

※再生振替特例債　～　借入額：32,199,000千円（平成21年度借入）
　　　　　　　　　　　利率など：17年償還（３年据置）　元利均等　年１．５０％
（注）�平成20年度決算まで生じていた実質赤字額は、平成21年度に再生振替特例債を借り入れたことで解消しました。再生振替特例債は、財政再

生計画において平成22年度から17年間で計画的に償還するものです。平成22～24年度までは利子分のみの償還で、平成25年度から元金償
還が始まりました。
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国、北海道および夕張市の三者協議について
　令和６年８月２９日、国から総務省自治財政局財務調査課長ほか、北海道から総合政策部地域行政局長
ほか、本市から副市長ほか担当課長が参加し、実務者レベルの三者協議を開催しました。
　三者協議は、平成２４年度から毎年実施されており、今年で通算１２回目の開催となりました。

　※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により中止

 協議概要
　全国唯一の財政再生団体である夕張市は、平成21年度に策定した財政再生計画を、平成28年度末
に抜本的に見直し、財政再建と地域再生の両立を図るべく取り組んでいるところです。
　今年度の三者協議においては、次のとおり、現状と課題を三者で共有するとともに、引き続き三者
の連携を密にした上で対応していくことを確認しました。

 協議内容
１　市役所庁舎整備
　◦�夕張市役所庁舎の整備について、財政再生計画との整合性なども踏まえ、引き続き三者が緊密

に連携し丁寧に議論していくこととしました。

２　新しい指針（総合計画）の策定
　◦�財政再生計画に代わる新たなまちづくりの指針となる夕張市総合計画（仮称）の策定に向け、現

在の進捗状況および今後のスケジュールなどについて三者で認識を共有し、引き続き協議して
いくこととしました。

３　夕張高校魅力化事業の経過報告
　◦�昨年度の三者協議で協議した夕張高校魅力化事業の実施状況について、一定の成果を挙げてい

ることを確認し、今後取組みを引き続き推進するよう、三者で連携して協議していくこととしま
した。

＜問合せ先＞ 
　市財政係　☎52－3122
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○ 夕張市財政再生計画の変更（令和6年度第４次（10月））の内容

　総務大臣あてに協議を行った「夕張市財政再生計画の変更＜令和６年度第４次＞」について、
総務大臣から同意が得られました。今回の計画変更による財政再生計画期間の変更はありま
せん。
　同意が得られた変更は、令和６年度第３次（９月）変更以降に生じた新たな課題に対応するも
ので、主な内容は以下のとおりです。

《財政再生計画の変更内容》
令和６年度第４次の計画変更
＜一般会計＞　変更総額　12,482千円

（単位：千円）

変更する内容 増減額

今後の予測不能な緊急の財政需要に備えた予備費の増額
※�緊急的に予備費により予算措置し執行した先の衆議院議員総選挙に係る経
費相当額を増額

12,482

計 12,482

　なお、上記歳出の財源（一般財源）として、財政調整基金繰入金を増額しています。

○ 令和６年度10月補正予算の内容

《令和６年度予算の補正を行った会計と補正予算額》
　令和６年10月に総務大臣の同意が得られた「夕張市財政再生計画の変更」に基づき、一般会
計について予算の補正を行いました。

（単位：千円）

会計名 補正の内容 補正額 補正後予算額

一般会計 計画変更で計上した経費 12,482 10,472,970

＜問合せ先＞ 市財政係　☎52－3122
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。

（令和６年９月30日現在）

総配水量 日平均水量
465,138㎥ 2,542㎥

配水状況

（令和６年９月30日現在）

世 帯 数 人　　口
3,617件 6,195人

給水状況
１．給水世帯数と給水人口

（令和６年９月30日現在）

種　別 使用水量 （㎥） 構成比 （％）
一 般 用 298,801 97.4 
浴 場 用 7,870 2.6 
臨 時 用 19 0.0 
特 別 計 量 0 0.0 

計 306,690 100.0 

２．用途別使用水量

（令和６年９月30日現在）

区　　　分 執行済額
給水のための収益的収支

収益的収入 １億2,300万円
収益的支出 4,792万円

配水施設などを整備するための資本的収支
資本的収入 0万円
資本的支出 6,923万円

２．資産の現在高 45億9,111万円
３．企業債の現在高 15億2,955万円
４．一時借入金の現在高 2,000万円

経理の状況
１．収支の概要

　

借　　　　　　方 貸　　　　　　方
営 業 費 用 4億1,687万円 営 業 収 益 2億1,399万円
営 業 外 費 用 2,093万円 営 業 外 収 益 1億7,120万円
特 別 損 失 0万円 特 別 利 益 188万円
当年度純損失 △5,073万円

合　　計 3億8,707万円 合　　計 3億8,707万円

令和５年度水道事業会計決算の状況
○水道事業会計損益計算書

問合せ先 
 上下水道課庶務係
� ☎52－3152

水
道
事
業
会
計
の
状
況
期
間
：
令
和
６
年
度
上
期	

	
	

　
（
令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
６
年
９
月
30
日
）

　

借　　　　　　方 貸　　　　　　方
有形固定資産 41億5,797万円 固 定 負 債 15億  970万円
無形固定資産 28万円 流 動 負 債 2億2,008万円
流 動 資 産 4億8,886万円 繰 延 収 益 12億2,254万円
繰 延 勘 定 0万円 資 本 金 15億3,504万円

剰 余 金 1億5,975万円
合　　計 46億4,711万円 合　　計 46億4,711万円

○水道事業会計貸借対照表
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問合せ先 
 上下水道課庶務係
� ☎52－3152

　

下
水
道
事
業
の
経
営
や
業
務
状
況
を
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
、事
業
の
概
要
状
況
な
ど
を

公
表
し
ま
す
。

下
水
道
事
業
会
計
の
状
況

期
間
：
令
和
６
年
度
上
期

　

総処理水量 日平均処理水量
７８，２４７㎥ ４３４㎥

下水処理世帯数 人　　口
１，０２６件 １，５９４人

処理状況

　

区　　　分 執行済額
下水処理のための収益的収支

収益的収入 773万円
収益的支出 4,553万円

処理施設などを整備するための資本的収支
資本的収入 0万円
資本的支出 4,168万円

２．資産の現在高 31億8,336万円
３．企業債の現在高 2億3,656万円
４．一時借入金の現在高 1億円

経理の状況
１．収支の概要

　

借　　　　　　方 貸　　　　　　方
有形固定資産 31億3,038万円 固 定 負 債 2億3,700万円
流 動 資 産 7,771万円 流 動 負 債 1億4,261万円

繰 延 収 益 15億3,039万円
資 本 金 12億6,333万円
剰 余 金 3,476万円

合　　計 32億  809万円 合　　計 32億  809万円

令和６年度公共下水道事業会計開始状況
○下水道事業会計開始貸借対照表

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」
「こけら落としの夕張会館」遠藤修吉さん所蔵、1958年10月

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市役所地域振興係でも受け付けています。
※広報掲載の写真を毎月拠点複合施設りすたで展示しています。

Episode 76 

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」 https://yubarinokioku.net/ 
フェイスブックページ  https://www.facebook.com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト ☎57－7463）

（市 地域振興係  ☎52－3141） 
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夕張市立診療所ニュース
2024年

11月
vol.173

11月外来診療体制 　

月 火 水 木 金

午	前

総合診療科 諌　山 諌山・髙野 諌山・出張医 諌山	または	松島 松島・出張医
歯　　　科 八　田 八田・保屋野 八田・久原 八　田 八　田

専 門 外 来 － 泌尿器科※予約不要

（5・12・19・26日）
循環器内科
（6・20日） － 耳鼻咽喉科

（1・8・15・22・29日）

午	後

総合診療科 諌　山 ― 出張医 諌山	または	松島 出張医
歯　　　科 八　田 八田・保屋野 八田・久原 八　田 八　田

専 門 外 来 もの忘れ外来
(11・18・25日)

整形外科※予約不要

（5・12・19・26日）
整形外科※予約不要

（20日）
整形外科※予約不要

（7・14・21・28日)
婦人科

（7・１4・21・28日)
耳鼻咽喉科

（1・8・15・22・29日）

※医師は変更となる場合もございます。�※土・日・祝は休診です。�※15日（金）・22日（金）・29日（金）の歯科は訪問歯科のため外来休診です。
※泌尿器科・整形外科以外は予約制です。　※受付時間…8：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…9：30～11：30／12：30～15：00）

お問い合わせ 夕張市立診療所 TEL（0123）57－7781　FAX（0123）57－7783
〒068-0425　夕張市若菜8番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari

●定期的に通院されている方
　➡予約なしで外来受診時に接種できます。
　　受付時にお申し出ください。
●予防接種のみの方➡事前予約制です。
　　月・火・水・金…14時～、15時～
　　木…14時～、15時～、16時～
●接種料金
　　満65歳以上の方…1,500円
　　一般の方…3,000円
　　小学生以下の方…２回で3,000円
� （２週間以上間隔をあけて接種）

インフルエンザ　予防接種

　10月３日、第８回「健康長寿プロジェクト」介護保険
についての健康講話と福祉用具展示会を開催しまし
た。ご来場いただきありがとうございました！！

第８回「健康長寿プロジェクト」
介護保険に関する講話と福祉用具展示会 　10月12日、ゆうばり小学校体育館で運動会

を行いました。心も体もたくましく成長してい
ます！

こじか保育園　運動会

●事前予約制　火…14時～
　　　　　　　金…14時～、15時～

●接種料金
　　満65歳以上の方…3,500円

※�60歳以上65歳未満の方で基礎疾患のある方は主治
医にご相談ください。

　（接種する場合の料金…3,500円）

※�予防接種対象外の方は任意接種となり、全額自己負
担となります。（15,300円）

コロナウイルス　予防接種

※�市立診療所では、インフルエンザワクチンとコロナワクチンの同時接種が可能です。ご希望の方はご予約を
お願いいたします。

※予診票の事前受け取り・事前記入にご協力をお願いいたします。

予防接種 予約受付中！予防接種 予約受付中！
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 国保のお話 vol.５8  
交通事故などにあったときは届け出が必要です交通事故などにあったときは届け出が必要です

　交通事故など、第三者から傷病を受けた場合、医療費は加害者が負担することが原則です。国民健康保険
被保険者証を使用し治療を受けた場合には、必ず市へ連絡をお願いします。

　■第三者行為に該当する事由（例）
　　〇交通事故　　〇 他人の飼い犬にかまれた　　〇 暴力行為　　〇 飲食店での食中毒

＊＊こんなときは、保険証が使えません！＊＊
● 仕事中や通勤中の事故
　　労災保険の対象となります。

● 飲酒運転や無免許運転などの不法行為

● 示談を済ませてしまったとき　
　　示談の前に必ず市にご連絡ください。

● ケンカや泥酔などの理由によるケガ
　　国保の給付が制限されます。

問合せ先　 市健康保険係　☎52－3105

負傷、疾病原因の確認をしています。負傷、疾病原因の確認をしています。

　市では医療費の適正化のため、医療機関から提供されるレセプト（診療報酬明細書）を確認し、第三者行為に
該当する可能性がある場合、負傷・疾病原因などを確認するハガキを送っています。届いた方は、回答のご協
力をお願いします。

「ポリファーマシー」を予防するために、お薬手帳を一冊にまとめましょう！「ポリファーマシー」を予防するために、お薬手帳を一冊にまとめましょう！

　「ポリファーマシー」という言葉を聞いたことはありますか？多くの薬を服用している（多剤服用）ために、副作
用が起きたり、きちんと薬が飲めなくなる状態をいいます。

＊＊薬を飲んでいて、こんなことはありませんか？＊＊
食欲低下、めまい、ふらつき、眠気、気分が沈む、尿が出にくい、便秘、もの忘れ

●気になる症状があったら、医師、薬剤師に相談をしましょう。
　 　自身の判断で薬をやめたり、減らすのはよくありません。薬によっては、急にやめると病状が悪化

することがあります。必ず医師、薬剤師に相談しましょう。
　　※相談の際は、飲んでいるサプリメントやドリンク、健康食品の情報も伝えましょう。
●ポリファーマシーを解決するために
　 　お薬手帳を複数持っていませんか？一冊にまとめることで、新たな薬が処方されるときに、副作

用や飲み合わせの悪い薬を避けることができます。
●高齢者の薬の管理は家族で協力しましょう。
　・起床後、就寝前、食前食後など、薬を飲む時間帯に声をかける。
　・１回に飲む薬を事前に袋などに小分けにしておく。
　・市販薬は定期的に確認し、使用期限が過ぎたものは処分する。　　など



10� 広報ゆうばり 2024年11月号

■マイナ保険証をご利用ください！

マイナ保険証を
医療機関で利用する
メリット

◦�マイナ保険証のみで高額療養費制度や特定疾病の適用が受けられる

◦�過去のお薬情報や健康診断結果が医師や薬剤師に共有され、より適
切な医療が受けられる

◦�引越しなどで負担割合に変更が生じても、保険証や資格確認書のよ
うに差し替えが不要

問 合 せ 先

北海道後期高齢者医療広域連合
〒060-0062 札幌市中央区南２条西１４丁目�国保会館６階

☎�011-290-5601

市健康保健係
１階②窓口
☎�52-3105

マイナンバーカードを保険証として利用するには
２つの事前準備が必要です！

1 	マイナンバーカードの発行を申請する
パソコン、スマホ、まちなかの証明写真機、市役所の夜間受付、
南支所の休日受付で申請できます

マイナンバーカードの保険証利用登録をする
医療機関・薬局の受付、セブン銀行ＡＴＭ、マイナポータルから登録できます2

夜間受付（市役所）は、毎週水曜日午後７時30分まで！
休日受付（りすた）は、11月９日(土)、11月23日(土)、12月７日(土)に実施！
事前に予約をお願いします！
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後期高齢者医療制度のお知らせ

■令和６年12月２日から保険証などが廃止されます

廃止になる３つの証
○ 保険証
○ 限度額適用・標準負担額減額認定証（減額認定証)
○ 限度額適用認定証

●新たに資格を取得した場合
　75歳になった方や障害認定で加入される方
には保険証が交付されます。

●保険証などを紛失・汚してしまった場合
　保険証などを紛失したときや汚れたときは再
交付しますので、市健康保険係または南支所で
手続きしてください。

令和６年12月１日までの対応

●マイナンバーカードで受診できます
　マイナ保険証（保険証利用登録を行ったマイ
ナンバーカード）をお持ちの方は、マイナ保険
証を提示することで医療機関を受診できます。

●新たに資格を取得する方には 
　「資格確認書」を交付します
　マイナ保険証をお持ちかどうかに関わらず交
付します。
　「資格確認書」を提示することで医療機関を
受診できます。

●負担区分の確認をするには
　マイナ保険証をお持ちの方はご自身の負担
区分はマイナポータルで確認できます。
　「資格確認書」をお持ちの方は、市で手続き
をすると「資格確認書」に負担区分を記載でき
ます。

●保険証などは有効期限まで利用可能
　お手元にある保険証などについては有効期限
（令和７年７月31日）までお使いいただけます。
　令和６年12月１日までは、75歳になった方や
障害認定で加入される方には保険証が交付さ
れ、こちらも有効期限までお使いいただけます。

●保険証などを紛失・汚してしまった場合
　令和６年12月２日以降は再交付できませんの
で、「資格確認書」の交付を申請するかマイナン
バーカードの保険証利用登録を行い、医療機関
を受診してください。

●特定疾病療養受療証は継続交付します
　特定疾病（人工腎臓を実施する慢性腎不全な
ど）の方に交付する特定疾病療養受療証は、令
和６年12月２日以降も交付します。

令和６年12月２日以降の対応
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★オプション検査（健康保険の種類に関係なく受診できます。検査料金は同じです）
健 診 名 検査内容 対 象 者（健康保険の種類は関係ありません） 料 金

前立腺がん検査（PSA） 血液検査 ５０歳以上の男性 ９００円

ピロリ菌抗体検査 血液検査 ２０歳以上で過去にピロリ菌抗体検査を受けたことがない方 ８００円

★申込方法～広報折込の「健康診査申込書」（みどり色）を提出してください。
　記入した申込書は、FAX（52－0638）または、郵送する（自分で封書を組み立て、１１０円切手を貼る）か、市保健係・り
すた・各ふれあいサロン行政窓口に直接持参ください。
※各ふれあいサロン行政窓口開設日は、月・水・金曜日の午前９時から正午までです。

　男 ・ 女    

　夕張市

－ －

－ －

日 程 会 場

１２月１３日（金） りすた（南清水沢）

健康診査申込書

記入例

ふりがな

日中の連絡先 0123 52

健 康
診 査

胃
がん

肺
が ん
結 核

大 腸
が ん

肝 炎
ｳｲﾙｽ

骨 粗
し ょ う

症

ﾋﾟﾛﾘ
菌

ｴｷﾉ
ｺｯｸｽ
症

2,750
円

1,100
円

←実費でも受けたい方は
〇印を記入してください

←　実費負担額

□□

44　歳

0638

   国保  ・ 後期高齢  ・ 生活保護  ・ その他

市民税情報の確認をすることを承諾しません

保険の種類

氏名、生年月日、住所、電話
番号（自宅と日中の連絡先）
を全て記入する
あてはまる保険の種類に、○
印をつける

希望する日程の受けたい
健診の欄に○印を記入する

前立
腺

がん

住　　所 本町4丁目2番地
電話番号

(自宅または携帯)
0123 52 3106

    ゆうばり 　さくらこ

氏　　名

生年月日
大正
昭和
平成

55　年　7　月　10　日生

夕　張　桜　子

記入例
「特定健診・胃がん検診・

大腸がん検診・肝炎ウイルス

検診」を受けたい場合

〇通信欄

＊託児希望の方は してください→ 託児希望 □

〇 〇 〇 〇

適正な健診料金を頂くため
に市民税情報を確認します

市での確認を承諾する場合
は記入不要です

各検診の対象外だが、
実費負担で希望する
場合〇印を記入する

★申し込みの注意事項
●専用申込書での申し込みを優先します。
　電話では聞き間違いなどが生じるおそれがあるため、申込書で確認しています。協力をお願いします。
　申込書は、本紙のほか、市保健係・りすた・各ふれあいサロンに置いています。
●�申し込みが早くても、必ずしも早い時間帯になるとは限りません。希望の時間帯がある場合は申込書の通信欄にその
旨を記入してください（希望の時間に添えない場合もありますのでご了承ください）。

申込締切は、11月1３日（水）必着です。
●申し込みされた方への問診票発送は、12月初旬頃の予定です。

★指定医療機関で受けられる健診もあります！
　　※来年３月まで健診を受けることができます。集団健診とは料金が異なります。

《 夕張市立診療所 》
健診の種類：特定健診、後期高齢者健診� ⇒申し込みは直接診療所へ　☎57－7781
健康増進法による健診、肺がん結核検診、大腸がん検診、子宮がん検診、
エキノコックス症検診、肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診� ⇒市保健係へ連絡を　☎52－3106

《 岩見沢市立総合病院 》
健診の種類：乳がん、子宮がん検診� ⇒市保健係へ連絡を　☎52－3106

《 北海道対がん協会　札幌がん検診センター 》
健診の種類：胃がん検診、肺がん結核検診、大腸がん検診、子宮がん検診、乳がん検診

� ⇒市保健係へ連絡を　☎52－3106
《 北海道結核予防会　札幌複十字総合健診センター 》

健診の種類：胃がん検診、肺がん結核検診、大腸がん検診、子宮がん検診、乳がん検診
� ⇒市保健係へ連絡を　☎52－3106

問合せ先　市保健係　☎52－3106
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令和６年１２月１３日に令和６年１２月１３日に各種健康診査各種健康診査をを実施実施しますします！！！！

《 お知らせ 》 
●�８・９月に実施した市内各地域での健診、市立診療所での健診、札幌厚生病院での人間ドック・巡回健診、医療機関の
データまたは職場健診の結果を提出済みの方は同じ健診は受けられません。

●生活保護受給者の料金は無料です（エキノコックス症検診のみ有料）。
　受診を希望する方は、申し込みの際に「生活保護受給者証明書」を提出してください。
●�風しん抗体検査対象の方で、６月下旬に送付している無料クーポン券をお持ちの方は、会場で抗体検査が受けられま
す。希望の方は、市保健係（☎５２－３１０６）に申し込みください。

★実施日時　令和６年１２月１３日(金)　午前７：３０から受付
★実施場所　りすた（南清水沢）

★特定健診、後期高齢者健診などの健診
対象者は、①夕張市国民健康保険加入者 ②後期高齢者医療制度加入者 ③生活保護受給者です。
●�被用者保険の被扶養者の特定健診も、同じ会場で受診できます。希望する方は直接、市保健係（☎５２－３１０６）に申
し込みください。【被用者保険：会社員など、雇用されている人が加入する保険】

健 診 名 検 査 内 容 対　象　者 料 金

特
定
健
診
な
ど

特定健診
身体計測、血圧測定、医師診察、
尿検査、血液検査、心電図検査、
眼底検査

40歳以上の夕張市国民健康保険加入者
（※対象者には６月中に受診券を送付しています）

無料

後期高齢者健診 身体計測、血圧測定、医師診察、
尿検査、血液検査、心電図検査 後期高齢者医療制度加入者 ４００円

健康増進法による
健診

身体計測、血圧測定、医師診察、
尿検査、血液検査、心電図、眼底
検査（74歳以下）

４０歳以上の生活保護受給者
（令和７年３月３１日現在の年齢） 無料

※後期高齢者健診受診者で眼底検査を希望する方は1,100円で受診できます（当日受付）。

★健康保険の種類に関係なく受診できる検診
※�１２月の集団健診では子宮がん・乳がん検診は行いません。ご希望の方は指定医療機関で受診できますので、右ペー
ジの「★指定医療機関で受けられる健診もあります！」をご確認ください。

検 診 名 検 査 内 容 対　象　者
（健康保険の種類は関係ありません）

料　　金

課税世帯
非課税世帯
または70歳
以上の方

生活保護
受給者

実費負担
（対象外）

※1�胃がん検診 胃バリウム検査
３０歳以上

（バリウムでアレルギー反応のある方や腸閉
塞の既往がある方は受診をお控えください）

２，４００円 ３００円 0円�

肺がん・結核検診
胸部エックス線検査

３０歳～６４歳 ７００円 ３００円 0円�
６５歳以上 ０円

※2�喀たん検査（細胞診）
申し込み不要

胸部エックス線検査受診者で喫
煙歴が長く、たんがでる方など １，４００円 ３００円 0円�

大腸がん検診 便潜血検査 ３０歳以上 ８００円 ３００円 0円�
エキノコックス症
検診 血液検査 小学３年生以上でエキノコックス

検査を５年以上受けていない方 １，４３０円

肝炎ウイルス検診 血液検査 ４０歳以上で過去に肝炎ウイル
ス検査を受けたことがない方 １，１００円 ３００円 0円�２，７５０円

骨粗しょう症検診 超音波による
骨密度検査

４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・
６５歳・７０歳の女性
（骨粗しょう症で治療中の方を除きます）

５００円 ３００円 0円� １，１００円

※1　胃がん検診は、血圧が高いなどの場合に医師の判断で検診を受けられないことがあります。
※2　喀たん検査は検診当日の申し込みとなります。

年齢は、令和７年３月３１日現在の年齢です。
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9
月
4
日（
水
）～
5
日（
木
）の
2
日
間
、

勤
労
観
・
職
業
観
の
醸
成
を
目
的
と
し
て
、

2
学
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
就
業
体
験
）を

行
い
ま
し
た
。夕
張
市
内
、夕
張
近
郊
の
11
か

所
の
事
業
所
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

生
徒
た
ち
が
社
会
人
と
し
て
成
長
し
て
い
く

た
め
の
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

巡
回
し
た
際
に
様
子
を
見
る
と
、担
当
し

た
仕
事
に
対
し
て
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ん

だ
り
、笑
顔
で
お
客
様
に
対
応
し
た
り
、普
段

の
学
校
で
の
学
び
を
活
か
し
て
実
習
に
取
り

組
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。中
に

は
、得
意
な
英
会
話
を
活
か
し
て
、実
際
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
に
対
応
す
る
生
徒
も

お
り
、担
当
の
方
か
ら
も
お
褒
め
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、ご
多
用
の
中
、ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
事
業
所
の
皆
様
、本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
学
年
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
！

～
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
～

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59

－

７
８
０
８

　

9
月
14
日
（
土
）に
体
育
祭
を
ゆ
う
ば
り

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

学
年
対
抗
種
目
で
は
、大
縄
跳
び
、フ
ッ
ト

サ
ル
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
行
い
、総
合
優
勝
を
競

い
ま
し
た
。1
～
3
年
生
で
チ
ー
ム
を
組
む

縦
割
り
班
対
抗
種
目
で
は
、全
校
生
徒
が

赤
、白
、黄
、緑
の
４
組
に
分
か
れ
、玉
入
れ
、

借
り
人
（
物
）
競
争
、A
R
A
S
H
I
×
３
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、リ
レ
ー
に
励
み
ま
し
た
。

　

各
競
技
で
汗
を
流
し
、戦
い
抜
い
た
結
果
、

学
年
対
抗
球
技
種
目
は
3
年
Ａ
組
、縦
割

り
班
対
抗
種
目
は
白
組
が
総
合
優
勝
し
ま

し
た
。

　

体
育
祭
前
や
当
日
に
は
地
域
の
方
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
よ
り
飲
み
物
の
差
し
入
れ
を
い
た
だ
い
た
ほ

か
、夕
張
市
教
育
委
員
会
様
に
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
特
別
便
を
手
配
し
て
い
た
だ
き
、ゆ
う
ば

り
小
学
校
様
か
ら
は
物
品
を
お
借
り
し
ま

し
た
。

　

保
護
者
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
の
方
々

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、無
事
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

体
育
祭

　

今
年
度
も
第
3
学
年
の“
総
合
的
な
探

究
の
時
間
”は
、「
理
想
の
夕
張
を
つ
く
る
」を

テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。昨
年
度
か
ら
引

き
続
き
、夕
張
市
の
現
状
・
課
題
・
そ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
企
画
を
考
え
て
き
ま
し

た
。今
回
は
そ
の
集
大
成
と
し
て
、9
月
10

日
（
火
）に
次
の
と
お
り
企
画
を
実
施
し
ま

し
た
。

•�
小
中
学
生
と
高
齢
者
が
交
流
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
、世
代
間
交
流
を
促
進

す
る

•�

夕
張
の
教
育
や
施
設
の
魅
力
を
発
信
し

て
、子
育
て
世
代
の
人
口
増
加
お
よ
び
人

口
流
出
減
少
を
目
指
す

•�

理
想
の
住
宅
を
調
査
検
討
し
て
市
役
所
に

提
案
し
、人
口
増
加
お
よ
び
人
口
流
出
減

少
を
目
指
す

•�

夕
張
の
魅
力
を
発
信
す
る
交
流
カ
フ
ェ
を

実
施
し
て
、年
間
を
通
し
た
関
係
人
口
の

増
加
を
目
指
す

•�

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
合
宿
を

誘
致
す
る
た
め
、文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

と
打
合
せ
を
行
う
。

　

今
後
は
企
画
実
施
を
振
り
返
って
成
果
と

課
題
に
つい
て
考
え
、報
告
資
料
を
ま
と
め
ま

す
。全
体
報
告
会
は
10
月
25
日（
金
）13
時
25

分
～
15
時
15
分
）に
本
校
体
育
館
で
行
い
ま

３
学
年　

総
合
的
な
探
究
の
時
間　

企
画
実
施

す
。当
日
は
公
開
授
業
週
間
中
な
の
で一般
の

方
も
来
校
可
能
で
す
。ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

９
月
24
日
（
火
）、6
校
時
に
2
学
年
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の一
環
と
し
て
夕
張
高
校
周
辺
の

通
学
路
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

普
段
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
通
学
路
で
す

が
、よ
く
見
て
い
る
と
空
き
缶
や
紙
ゴ
ミ
な
ど

想
像
以
上
に
落
ち
て
い
る
こ
と
に
生
徒
は
驚
い

て
い
ま
し
た
。生
ま
れ
育
っ
た
夕
張
の
景
観
を

き
れ
い
に
し
よ
う
と
意
欲
的
に
清
掃
を
行
って

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、夕
張
高
校
は
地
域
社
会
に
参
画

し
、夕
張
市
の
活
性
化
の
た
め
に
積
極
的
に

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

２
学
年　

ク
ラ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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夕夕
張張
高高
校校

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
・・
モモ
アア
・・
スス
ピピ
リリ
ッッ
ツツ

第第
七七
十十
五五
号号

体育祭実行委員の思い

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
で
は
、
９
月

14
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
体
育
祭
の
実
行
委
員
長
を
務
め
た

３
年
生
佐
藤
陽
丸
さ
ん
と
実
行
委
員
の
３
年
生
宮
岸
優
桔
乃

さ
ん
に
、
体
育
祭
の
運
営
を
経
験
し
た
感
想
な
ど
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

記

今
年
の
体
育
祭
は
ど
う
で
し
た
か
？

佐

今
年
は
新
入
生
に
市
外
か
ら
の
生
徒
が
増
え
た
こ
と
で
、

今
ま
で
と
は
ま
た
違
う
交
流
も
生
ま
れ
、
ひ
と
味
違
う
体

育
祭
に
な
り
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

今回インタビューした、
宮岸優桔乃さん（左）、佐藤陽丸さん（右）

宮

企
画
し
た
と
お
り
に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
み
ん
な

ケ
ガ
も
な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

記

二
人
と
も
悔
い
を
残
す
こ
と
な
く
運
営
す
る
こ
と
が
で
き

た
ね
！
当
日
は
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
競
い
合
っ
て
い
た
け

ど
、
企
画
運
営
す
る
う
え
で
気
を
付
け
た
こ
と
は
あ
る
？

佐

学
年
の
垣
根
を
越
え
て
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い
と
取
り

組
め
る
雰
囲
気
に
す
る
た
め
に
、
実
行
委
員
長
挨
拶
や
進

行
な
ど
が
固
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

チ
ー
ム
編
成
を
考
え
る
と
き
に
は
、
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を

均
等
に
し
な
が
ら
、
生
徒
同
士
の
関
係
性
を
考
慮
す
る
な

ど
工
夫
し
て
調
整
し
ま
し
た
。

宮

単
純
に
仲
が
い
い
だ
け
で
は
な
く
、
満
遍
な
く
交
流
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
調
整
し
ま
し
た
！

そ
し
て
、
今
年
は
地
域
の
方
も
参
加
し
て
交
流
で
き
る
よ

う
な
内
容
を
企
画
し
て
み
ま
し
た
！

記

そ
う
だ
っ
た
ん
だ
！
全
体
の
雰
囲
気
や
バ
ラ
ン
ス
に
気
を

配
っ
た
こ
と
が
成
功
の
秘
訣
っ
て
わ
け
だ
ね
！

今
年
は
ど
ん
な
種
目
を
行
っ
た
の
か
な
？

佐

今
年
は
、
学
年
対
抗
と
し
て
フ
ッ
ト
サ
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
大
縄
跳
び
を
行
い
、
全
学
年
で
チ
ー
ム
分
け
を
し
て

行
っ
た
も
の
が
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
地
域
の
方
も
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
借
り
人
競
争
、
玉
入
れ
、
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
×

３
、
に
な
り
ま
す
。

記

８
種
目
も
や
る
の
は
大
変
そ
う
だ
け
ど
、
体
育
祭
は
す
べ

て
体
育
祭
実
行
委
員
で
運
営
し
て
い
る
の
？

宮

体
育
祭
は
体
育
祭
実
行
委
員
と
生
徒
会
が
協
力
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
主
と
な
っ
て
運
営
す
る
の
は
体
育
祭
実
行
委

員
に
な
り
ま
す
が
、
生
徒
会
も
サ
ポ
ー
ト
に
入
っ
て
も
ら

い
運
営
し
て
い
ま
す
。

記

な
る
ほ
ど
！
生
徒
会
と
協
力
し
て
運
営
し
て
る
ん
だ
ね
！

最
後
に
体
育
祭
実
行
委
員
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
は
何
か

あ
り
ま
す
か
？

佐

人
前
で
話
を
す
る
こ
と
や
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
一
つ

の
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
実
行
委
員
長
を
や
っ
て
み
て
、
話
し
合
っ
て
全
体

的
な
流
れ
を
決
め
る
、
み
ん
な
を
ま
と
め
る
、
人
前
で
話

す
な
ど
、
苦
手
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
機
会
が
多
く
あ
っ
て
、

成
長
で
き
る
い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
！

宮

去
年
は
生
徒
会
と
し
て
体
育
祭
に
参
加
し
、
体
育
祭
実
行

委
員
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
の
で
、
今
年
は
昨
年
の
反

省
や
経
験
を
活
か
し
て
、
去
年
よ
り
も
充
実
し
た
、
内
容

の
濃
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

二
回
経
験
す
る
こ
と
で
前
回
の
反
省
を
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
の
で
、
一
つ
一
つ
、
よ
り

多
く
の
こ
と
を
可
能
な
限
り
経
験
し
て
、
自
己
成
長
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

記

二
人
と
も
体
育
祭
実
行
委
員
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
あ
っ

た
ね
！
次
年
度
、
体
育
祭
実
行
委
員
を
務
め
る
人
に
伝
え

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

佐

み
ん
な
で
仲
良
く
し
っ
か
り
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
、
目

的
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
！
い
い

と
思
っ
た
と
こ
ろ
は
参
考
に
し
て
自
分
た
ち
の
思
い
描
く

体
育
祭
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
！
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拠点複合施設りすた	からの	お知らせ

夕張市民文化祭2024
　広報ゆうばり10月号にて出品作品を募集し、現在たくさんの素敵な作品たちが集まって
います。昨年度に引き続き、今年度も『りすた文化賞』の選定を実施し、来年度の広報に掲
載いたします。

　会期中、ご自由にご観覧ください。
　たくさんのご来場をお待ちしております。

と　　き 	 11月１日（金）～10日（日）　会期中無休
	 午前９時～午後６時30分（最終入場午後６時）

と こ ろ 	 拠点複合施設りすた

観 覧 料 	 無料

問合せ先 	 市社会教育係　☎57－7711

（写真）昨年度りすた文化賞受賞作品
上　【大人の部】
　　夕張市社会福祉協議会地域活動支援センター
　　佐藤まゆみさん�「パーティー」
下　【子どもの部】
　　医療法人社団夕張農生会　
　　こじか保育園�「木の実の工作」

●期間中の催しについて（いずれも申込不要・無料で、気軽にご参加いただけます）

①お抹茶体験　４日（祝・月）午後１時～３時　りすたキッチンスペース
　日本の伝統文化である茶道に触れる機会として、市内裏千家茶道の仲間がお抹茶を振舞います。
　一服して、ほっこりしませんか（お抹茶なくなり次第終了）。

②ギャラリートーク　６日(水)午後６時～7時　りすた会場内
　 多様な感性に触れる機会として、本市学芸員・社会教育主事と一緒に、出品された作品を対話し

ながら見て歩きます。市民文化祭を余すことなく楽しみましょう！

③着付け体験　９日(土)午後１時～３時　りすた多目的室３
　日本の伝統文化である着物に触れる機会として、市内講師による着付け体験を行います。
　対象は中学生以上です。着物や浴衣はこちらでご用意いたしますので、持ち込み不要です。
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夕張市二十歳を祝う会
　下記のとおり令和７年夕張市二十歳を祝う会を実施します。

対 象 者 	 2004（平成16）年４月２日から2005（平成17）年４月１日までに生まれた方
	 ※市内に住民票がある方には、既に案内を送付しています。
　　　　　　　	住民登録を市外へ移した方などで、案内の送付を希望する方は、12月13日（金）まで

に市社会教育係に連絡してください。

と 　 き 	 令和７年１月12日（日）
	 当日の詳細については案内をご確認ください。

と こ ろ 	 拠点複合施設りすた　

募 　 集 	 	式典に出席予定の方も、実行委員として参加できます。自分たちなりの式典を他の委員と
一緒に準備してみませんか？参加を希望したい方は12月13日（金）までに市社会教育係
にお申し込みください。

申込/問合せ	 市社会教育係　☎57－7711
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毎
年
、全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
が

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
年
度
、本
市
で
は
、中

学
3
年
生
の
国
語
の
正
答
率
が
全
道
・
全
国
と
同

程
度
と
な
り
ま
し
た
。た
だ
、小
学
6
年
生
の
国

語
・
算
数
と
、中
学
3
年
生
の
数
学
は
、4
ポ
イ
ン

ト
か
ら
10
ポ
イ
ン
ト
程
度
下
回
る
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ゆ
う
ば
り
小
学
校
、夕
張
中
学
校
で
は
こ
の
結

果
か
ら
、「
協
働
的
」
な
学
び
の
授
業
に
計
画
的
に

取
り
組
み
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
現
を
目
指
す
べ
く
授
業
改
善
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、「
質
問
調
査
」
か
ら
、家
庭
で
の
学
習
時

間
が
平
日
、休
日
と
も
に『
1
時
間
未
満
』と
回
答

し
た
児
童
生
徒
の
割
合
が
高
く
、反
対
に
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
動
画
を
視
聴
す
る
時
間
が
長
い
、と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

は
、デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
の「ｅ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
い
う

学
習
教
材
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

活
用
な
ど
を
通
し
て
、自
ら
進
ん
で
学
習
に
励
む

習
慣
を
確
立
さ
せ
て
ほ
し
い
と
願
って
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、練
成
会
に
よ
る
「
ゆ
う
ば
り
サ
ポ
ー
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
塾
」
も
開
設
し
て
い
ま
す
。年
度
途
中

で
の
申
込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、積
極
的

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
庭
や
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご
協
力
の

も
と
、児
童
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
構
築
し
、こ

れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

11
月
１
日
は「
夕
張
市
教
育
の
日
」

　

社
会
が
急
速
に
変
動
し
予
測
が
難
し
い
こ
れ
か

ら
の
時
代
、学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
・
行
政
機
関

な
ど
が一体
と
な
って
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

夕
張
市
で
は
、昨
年
、市
民
の
皆
さ
ん
が
家
庭

ぐ
る
み
、地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を

考
え
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
く
、11
月
1
日
を

「
夕
張
市
教
育
の
日
」と
制
定
し
ま
し
た
。

　

今
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
、関
連
行
事
と
し
て

「
市
民
文
化
祭
」
を
り
す
た
で
開
催
し
ま
す
。市

内
の
園
児
、小
中
学
生
、高
校
生
の
作
品
が
多
数

展
示
さ
れ
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
鑑
賞
し
、作
品
の「
良
さ
」な
ど
の

「
感
想
」
や
「
制
作
し
た
時
に
工
夫
し
た
点
、難
し

か
っ
た
点
」
な
ど
を
語
り
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

市
学
校
教
育
係　
☎

市
学
校
教
育
係　
☎
5757

－－

７
５
８
１

７
５
８
１

市
社
会
教
育
係　
☎

市
社
会
教
育
係　
☎
5757

－－

７
７
１
１

７
７
１
１

▼ 
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
学
び
の
支
援
を 

▲

子
ど
も
た
ち
の「
主
体
的
な
学
び
」の
確
立
を
目
指
し
て
！

　

小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し
、9
年
間
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
よ
う
と
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、幼
児
期
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
の

『
幼
保
小
中
高
』の
連
携
も
大
切
で
す
。

　

特
に
こ
ど
も
園
・
保
育
園
と
小
学
校
と
の
連

携
は
、そ
の
後
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
、極
め
て
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

幼
少
期
は
、協
調
性
や
思
い
や
り
、自
制
心

や
感
謝
す
る
心
な
ど
、Ｉ
Ｑ
の
よ
う
に
数
値
で

は
表
せ
な
い『
非
認
知
能
力
』が
育
つ
時
期
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
自
身
の
や
る
気
や
興
味
を
尊
重
し
て
伸

ば
し
て
あ
げ
る
。「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
自
信

を
持
た
せ
て
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

文
部
科
学
省
は
、５
歳
児
か
ら
小
学
1
年
生
の

2
年
間
を「
架
け
橋
期
」と
し
て
焦
点
を
当
て
、こ

の
時
期
の
教
育
の
充
実
を
重
要
視
し
て
お
り
、本

市
で
も
、各
園
の
年
長
児
が
ゆ
う
ば
り
小
学
校
を

訪
れ
、1
年
生
児
童
と
交
流
を
行
って
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
通
し
て
小
学
校
と
各
園

の
先
生
方
の
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、園
児

た
ち
の
ス
ム
ー
ズ
な
ゆ
う
ば
り
小
学
校
入
学
に

つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
架
け
橋
期
」の
カ
リ
キ
ュラ
ム
作
成
の

検
討
・
協
議
に
も
取
り
組
み
、幼
保
と
小
の
連

携
を
強
め
「
架
け
橋
期
」の
教
育
の
充
実
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、幼
保
小
中
の
連
携
で
健
や
か
に
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
多

く
が
、地
元
の
高
校
に

進
学
し
て
、さ
ら
に
成

長
し
て
い
く
よ
う
、夕

張
高
校
、夕
張
高
等

養
護
学
校
と
の
連
携

も
深
め
て
い
き
ま
す
。

「
幼
保
小
中
高
」の〝
つ
な
が
り
〟も
大
切
に
！

～『
架
け
橋
期
』の
教
育
の
充
実
と『
非
認
知
能
力
』の
育
成
～

（昨年度の小学生の作品）
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『 石炭博物館だより』
　ただいま夕張市石炭博物館の本館１階では、特別展「夕張鉄道創立100年」を開催しております。また、鉄道
と関連して２階の一角には、「夕張支線」に関する資料も展示中です。今回は夕張支線の展示より、「夕張支線
廃止記念のヘッドマーク」をご紹介いたします。
　ヘッドマークとは、列車の愛称などが書かれたもので、主に車両前方に設置されます。夕張の市民団体によっ
て作られた「夕張支線廃止記念」のヘッドマークは、夕張側と追分側の2種類があり、写真は「夕張側」です。博
物館では、デザインの異なる「追分側」のヘッドマークのほか、駅名標などもご覧いただけますので、当時の景色
や思い出を振り返りながらお楽しみください。
　令和６年度の博物館最終開館日は、11月４日（祝日・月曜日）となっております（毎週火曜日は休館日で、営
業時間は午前９時30分から午後４時まで）。展示の中には、次いつお目にかかれるかわからないような貴重な
資料もございますので、お見逃しのないようご注意ください。

問合せ先　夕張市石炭博物館　☎52－5500

ありがとう！

　

9
月
19
日
、来
年
3
月
ま
で
に
百
歳
を
迎
え
る
長
寿
の
方
へ
、内
閣
総

理
大
臣
か
ら
の
祝
い
状
と
記
念
品
の
銀
杯
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　

伝
達
を
受
け
た
の
は
、田
中
ユ
リ
さ
ま
、利
部
ス
ズ
ヱ
さ
ま
、竹
林
文
子

さ
ま
、桐
溪
ヨ
ネ
さ
ま
、長
沼
ユ
キ
エ
さ
ま
の
5
名
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
元
気
に
夕
張
を
見
守
って
い
て
く
だ
さ
い
。

9
月
末
現
在
、夕
張
市
に
は

百
歳
以
上
の
長
寿
の
方
は
13
人
い
ま
す
。

長
寿
を
お
祝
い

長沼	ユキエさま 田中	ユリさま

竹林	文子さま 桐溪	ヨネさま 利部	スズヱさま
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ユるっとゆうばりスポーツクラブからのお知らせ
　ユるっとゆうばりスポーツクラブでは、毎週火曜日から土曜日まで様々なクラブ活動を実施し
ています。小学生から９０代の方まで幅広い年代の方が参加して楽しく運動をしていますので、
参加してみたい方、興味のある方は当日参加も可能ですのでぜひお声がけください。ご不明な
点があれば下の申込・問合せ先のゆうばり文化スポーツセンター竹部までご連絡ください。お
待ちしております。

１１月のクラブお休みのお知らせ
　１１月５日（火）、１１月６日（水）、１１月２６日（火）はゆうばり文化スポーツセンターが休館日に
なりますのでお休みとなります。
　お休みになるクラブは以下のとおりです。

　　５日（火）ボクシングクラブ🥊　６日（水）ピンバドミニバレークラブ🏓🏸🏐

　　２６日（火）ボクシングクラブ🥊

　以上となります。ご迷惑おかけしますが、よろしくお願いします。

☆11月の活動日程
≪フィットネスクラブ体験コース🏋≫
曜　日 � 月曜日～金曜日　初回のみ予約
　 � （予約制　☎５６－６０６０）
場　所 � ハッピーロードフィットネスクラブ
持ち物 � 運動靴、タオル、飲み物
料　金 �１回４００円（４回）

●申込・問合せ先　☎56－6046　ゆうばり文化スポーツセンター　竹部

≪ボクシングクラブ🥊≫
曜　日 � 毎週火曜日
時　間 � 18：30～20：30
場　所 � サブアリーナ
会　費 � ２００円
非会員 � ４００円

≪ピンポンバドミニバレークラブ🏓🏸🏐≫
曜　日 � 毎週水曜日
時　間 � 18：30～20：30
場　所 � メインアリーナ
会　費 � ２００円
非会員 � ４００円

≪文スポ楽々運動教室🧠🤾≫
開催日 � 7・２1日（木）
時　間 � 10：15～11：30
場　所 � サブアリーナ
会　費 � ２００円
非会員 � ４００円

≪ノルディックウォーキングクラブ🚶≫
曜　日 � 毎週木曜日
時　間 � 18：00～19：00
場　所 � 屋外またはロビー
会　費 � １００円
非会員 � ２００円

≪ランニングクラブ🎽≫
曜　日 � 毎週木曜日
時　間 � 18：15～19：30
場　所 � 屋外またはトレーニングルーム
会　費 � ２００円
� （トレーニングルーム使用の際）

≪剣道クラブ　   ≫
曜　日 � 毎週木曜日
時　間 � 18：30～20：30
場　所 � サブアリーナ
会　費 � ２００円
非会員 � ４００円

≪りすた楽々運動教室🧠🤾≫
開催日 � 16・30日（土）
時　間 � 10：30～11：30
場　所 � 拠点複合施設りすた
会　費 � １００円
非会員 � ２００円
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令和６年１１月吉日

夕張市生活支援コーディネーター谷口・山田
社会福祉協議会内(56-6004) よりぬき第７1号

9/7㈯ 老人福祉会館にて、ゆうばり

社協主催による「ふれあい広場」が

開催されました。今年は３組のアー

ティストによるコンサートがあり、

会場内は素敵な音楽に包まれていま

した。屋外では物販コーナーも数多

く並び、多くの来場者が飲食やお買

い物を楽しみました。恒例の大抽選

会も行われました。

こども食堂
9/20㈮ 清栄生活館にて夕張こど

も食堂実行委員会主催の「こども食

堂」が開催されました。近くのズリ

山で遊んだ後、地域の方々と一緒に

美味しいカレーライスとかぼちゃプ

リンを笑顔でいただきました。

9/19㈭ 鹿の谷生活館にて、初

参加者を含め２２名が体力・体

組成測定と市保健師による問診

を行いました。測定の合間には

ボランティアによる脳トレ体操

やトランプを楽しみました。

第２２回 福祉ふれあい広場

有償ボランティアサービスちょっとしたおてつだい
ご相談・お問い合わせは 56-6004

社協内 生活支援コーディネーターまで

地域資源をつなぎながら 支えあい活動の推進をしています

本町末広鹿の谷 地域サロン「えがお」

特別ゲストによる
「二胡」の生演奏
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〈
健
康
ゆ
う
ば
り
21（
第
2
次
）〉

循
環
器
病
・
糖
尿
病

健
診
結
果
を
確
認
し
、

か
ら
だ
の
変
化
に
合
わ
せ
て

生
活
習
慣
を
振
り
返
ろ
う
！

　

脳
血
管
疾
患
や
心
臓
病
な
ど
の
循

環
器
病
は
、が
ん
に
次
い
で
主
要
な
死

因
で
す
。ま
た
、長
期
間
介
護
が
必
要

と
な
る
主
な
原
因
で
も
あ
り
、健
康
や

生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ば
す
疾
患

で
す
。

　

循
環
器
病
の
主
な
危
険
因
子
は
、高

血
圧
や
脂
質
異
常
症
（
特
に
高
Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
）、糖
尿
病
な
ど

が
あ
り
、こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
の
発

症
を
防
ぐ
こ
と
や
、適
切
な
治
療
、コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
循

環
器
病
の
予
防
に
は
大
切
で
す
。

〈
夕
張
市
の
現
状
〉

　

国
保
特
定
健
診
結
果
に
お
け
る
高

血
圧
、高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、高
血

糖
の
状
況
を
み
て
み
る
と
、重
症
化
し

や
す
い
Ⅱ
度
高
血
圧
以
上
の
割
合
と

糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
Ｈ
ｂ
Ａ
1ｃ

6
・
5
％
以
上
の
割
合
が
、北
海
道
を

上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、生
活
習

慣
病
の
発
症
や
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い

人
が
多
い
と
い
え
ま
す
。（
表
1
）

〈
今
後
の
目
標
と
具
体
的
な
行
動
〉

①�
健
診
を
受
け
て
か
ら
だ
の
変
化
に

気
付
こ
う

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
は
、自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進

行
す
る
の
で
、健
康
診
断
を
毎
年
受
け

て
、自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
確
認
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②�

健
診
結
果
で
、自
分
の
血
圧
値
や

血
糖
値
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
な
ど

を
確
認
し
よ
う

　

健
診
結
果
で
、値
が
正
常
範
囲
に

入
って
い
な
い
項
目
は
な
い
か
、数
年
間

で
値
が
だ
ん
だ
ん
高
く
な
って
い
る
、も

し
く
は
低
く
な
っ
て
い
る
項
目
は
な
い

か
な
ど
値
の
変
化
を
確
認
し
、併
せ
て

自
分
の
食
べ
方
や
体
の
動
か
し
方
な
ど

の
生
活
習
慣
で
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
な

い
か
を
振
り
返
って
み
ま
し
ょ
う
。

③�

治
療
中
の
方
は
、自
己
判
断
で
服

薬
や
通
院
を
中
断
せ
ず
、適
切
な

治
療
を
続
け
よ
う

　

治
療
中
の
方
は
、主
治
医
に
検
査
値

の
目
標
値
を
確
認
し
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状

態
は
ど
う
か
を
み
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

値
が
良
く
な
っ
た
か
ら
と
いっ
て
自
己

判
断
で
治
療
を
中
断
せ
ず
、主
治
医
と

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

④�

自
分
で
で
き
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

し
よ
う

　

家
庭
で
で
き
る
体
重
測
定
や
血
圧

測
定
、脈
拍
測
定
な
ど
を
行
っ
て
記
録

し
、脈
の
乱
れ
が
あ
る
、血
圧
が
高
い
こ

と
が
続
い
て
い
る（
表
2
）な
ど
普
段
と

違
う
様
子
が
あ
れ
ば
、か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎
12
月
13
日
に
り
す
た
で
健
診
を
行

い
ま
す
。今
年
度
健
診
を
受
け
て
い
な

い
方
は
、ぜ
ひ
申
込
み
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

�

保
健
師　

辻　

弓
香
子

表１　 特定健診における高血圧・高血糖・ 
高脂質の状況（令和４年度）

夕張市 北海道
血圧 : Ⅱ度高血圧以上
（収縮期160/拡張期

100mmHg以上）
9.0% 7.0%

血糖 : ＨｂＡ1ｃ
6.5％以上 11.0% 9.4%

脂質：ＬＤＬコレステロール
160㎎/㎗以上 7.5% 10.8%

表２　成人の降圧目標値
（日本高血圧学会　高血圧治療ガイドライン2019）

家庭血圧 診察室血圧
７４歳以下 125/75mmHg未満 130/80mmHg未満
７５歳以上 135/85mmHg未満 140/90mmHg未満

脳血管疾患患者

125/75mmHg未満 130/80mmHg未満
心血管疾患患者

糖尿病患者
慢性腎臓病患者
（尿蛋白陽性）

※標準的な目安です。治療中の方は主治医に確認ください。

新着図書のご紹介
『四つの白昼夢』　篠田節子/著　朝日新聞出版

　「風の家」とよばれるその家は窓を開ければ風が吹き抜け、周りには木々や野草が茂り、植物
画を描くイラストレーターの祥子にとっては理想の家だった。チェリストの夫とともに越して来て
穏やかな日々を送っていたある日、誰もいないはずの天井裏から何か重いものを引きずるような
音が聞こえてきた。ここは事故物件なのか？（『屋根裏の散歩者』）。電車の座席に忘れられた紙
袋には骨壺が入っていた。桐箱から出され、埋葬許可証もないこのお骨はわざと置き去りにされ
たものだろうか？（『妻をめとらば才たけて』）。日常に忍び込む現実と非現実の間の謎をユーモ
ラスに描いた４編の短編集。

☆新しく入った本 ・おくり絵師（森明日香）　・近松よろず始末処（築山桂）　・法廷占拠（呉勝浩）　
・銀色のステイヤー（河﨑秋子）　・難問の多い料理店（結城真一郎）　・バリ山行（松永Ｋ三蔵）　
・コンディショニング１１のルール（大塚慶輔）　・テヘランのすてきな女（金井真紀）　
・「できる」と「できない」の間の人（樋口直美）　・伊藤健次の北の生き物セレクション（伊藤健次）

問合せ先
 りすた図書館
 ☎５７－７５８３
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広報ゆうばり 「広報ゆうばり かわら版」は、市民の皆さんの文化活動などの支援を目的とし、
市民の皆さんが行う講座や催し、サークルの会員募集など、市民の皆さんを対象
としたお知らせを掲載するページとして広く開放します。

内内容  日日時  所場所  対対象  定定員  料料金  申申込  　電話  〆締切  他その他

　「広報ゆうばり かわら版」に記事を掲載しませんか？希望する方は、掲
載希望月の前々月20日から前月5日までに申込書により原稿を提出して
ください（必着）。
　原稿はタイトル20文字、内容170文字以内です。
　申込書と掲載ルールは、市ホームページに掲載しているほか、市ホーム
ページ、市総務係（広報担当）、南支所、ふれあいサロンで配布しています。
　申込書の提出は、メール、郵送、FAXなどでも受付しています。

提出・問合せ先
　市総務係　 52-3170
　夕張市本町４丁目２番地（４階42番窓口）
　ybrsom@city.yubari.lg.jp

「広報ゆうばり かわら版」掲載募集

第33回市民音楽の夕べは、レ
コード愛好会・リンデンコール・
コールリラ・コールポピー・吹奏
楽団からなり、日頃の練習の成
果を発表しますので、おたのし
みにしてください。
日 11月23日(土)
　 14：00～15：50
所 拠点複合施設りすた
　 53－4011（三浦）

第33回
市民音楽の夕べ

催し

ハンドメイド作家によるオリジナ
ル作品・手作りフードが各ブー
スで自由に販売される屋内の
ハンドメイドイベント！キッチン
カーも！ワークショップも！お気
に入りを見つけに遊びに来てく
ださい！
日 12月１日(日)
　 10：00～15：00
所  拠点複合施設
　 りすた（入場無料）

ゆうばりハンドメイド
マーケットvol.3

催し

夕張市文化協会は、文化活動を
語り継ぐため毎年発刊している

「夕張文化誌」の70号への掲
載作品を募集します。
12月10日(火)までに市社会教
育係へ応募してください。
対 俳句・短歌・川柳・詩・写真・絵・
書・切絵などを写真化したもの
や随筆・小説など（800字以内）
　 59－5038
　 (文化協会事務局　福島)

夕張文化誌第70号
「市民のひろば」作品募集

募集

家庭で不要になった子ども用品
(おさがり)を、次の家庭にめぐ
らせるイベントです。おさがりの
提供と持ち帰りができます。
日 11月12日(火)～21日(木)
所 拠点複合施設りすた
　 交流待合スペース
料 無料　申 不要
　 090－4489－8454
 （高野）

めぐる!おさがり
2024秋冬のお知らせ

催し

停電情報を　　　 で受け取れます！LINELINE
　LINEアプリで「ほくでんネットワーク」を友だち登録すると、設定した地域の停電の発生・解消の情報
を受け取ることができます。

まずは友だち登録

友だち登録はこちらから！👉

受取りたい情報と
地域を選択

地域は４か所まで選べます！

受取る時間帯と配信形式
を選んだら完了！

停電の発生・解消の情報が届きます！
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公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す（
第
3
回
一
般
公
募
）

入
居
資
格

　

政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
を
満

た
す
方
、地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
、住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど
。ま

た
、既
に
市
・
道
営
住
宅
に
入
居
し
て

い
る
方
で
、お
風
呂
が
な
い
方
や
世
帯

構
成
員
が
増
減
し
た
方
な
ど
特
別
な

事
情
が
あ
り
、住
替
え
の
条
件
を
満
た

す
方
。

応
募
期
間

11
月
1
日（
金
）～
11
月
13
日（
水
）の

午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分
（
土
日

祝
を
除
く
）

申
込
方
法

　

本
人
が
市
役
所
3
階
建
築
住
宅

係
、夕
張
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
南
支
所
に
、関
係
書
類
（
申
込
用

紙
、印
鑑
、入
居
者
全
員
分
の
住
民
票

と
収
入
証
明
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。申
込
用
紙
は
各
窓
口
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

持
参
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は

郵
送
に
よ
る
提
出
も
受
け
付
け
し
ま
す

（
11
月
13
日
必
着
）。

　

応
募
者
が
複
数
と
な
っ
た
場
合
は

抽
選
（
11
月
15
日
予
定
）に
て
決
定
し

ま
す
。

　

当
選
者
は
、入
居
資
格
審
査
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

夕
張
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

�

☎
57

－

7
5
9
3

市
建
築
住
宅
係�

☎
52

－

3
1
1
9�

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

10
月
よ
り
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

⑴�

接
種
日
に
65
歳
以
上
の
市
民
の
方

⑵�

接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

市
民
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①�

心
臓
、じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活

動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
方（
身
体
障
害
者

手
帳
1
級
程
度
）

②�

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有

す
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
1
級

程
度
）

実
施
期
限

　

令
和
7
年
3
月
31
日（
月
）

実
施
医
療
機
関

　

①
中
條
医
院

　

②
南
清
水
沢
診
療
所

　

③
夕
張
市
立
診
療
所

接
種
費
用

　

実
施
医
療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

市
の
助
成
額　

　

上
限
1
5
0
0
円

自
己
負
担
金

①�

接
種
費
用
が
3
0
0
0
円
以
下
の

場
合
は
1
5
0
0
円

②�

接
種
費
用
が
3
0
0
0
円
を

超
え
る
場
合
は
、そ
の
費
用
か
ら

1
5
0
0
円
を
引
い
た
額

③�

生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
自
己
負

担
な
し

接
種
回
数　

1
回

そ
の
他

①�

接
種
す
る
前
に
実
施
医
療
機
関
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
生
活
保

護
受
給
証
明
書
を
実
施
医
療
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

対
象
者
の
⑵
に
該
当
す
る
方
は
、身

体
障
害
者
手
帳
を
実
施
医
療
機
関

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

④�

市
外
の
病
院
（
施
設
）に
入
院
（
入

所
）
し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場
合

は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

市
保
健
係�

☎
52

－

3
1
0
6

11
月
13
日
か
ら
22
日
は
冬
の

交
通
安
全
運
動
期
間
で
す

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
ゆ
う
ば
り

と　

き　

11
月
13
日（
水
）　

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
前

　

終
了
後
は
、千
代
田
三
差
路
で
街
頭

啓
発
を
実
施
し
ま
す
。ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す（
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
）。

冬
の
運
転
に
注
意

　

初
冬
期
は
、路
面
状
況
が
刻
々
と
変

化
し
、比
較
的
気
温
が
高
い
た
め
凍
結

路
面
が
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。早

目
の
冬
タ
イ
ヤ
交
換
と
冬
型
の
運
転
へ

の
切
換
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
全
席
着
用
を

　

シ
ー
ト
ベル
ト
は
交
通
事
故
が
起
き

た
場
合
に
身
の
安
全
を
守
る
「
命
綱
」

で
す
。運
転
席
、助
手
席
は
も
と
よ
り
、

後
部
座
席
に
乗
車
す
る
と
き
も
シ
ー

ト
ベル
ト
を
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

動
物
の
飛
び
出
し
注
意
！

　

日
没
以
降
は
、周
囲
の
見
通
し
が
悪

く
な
り
、鹿
や
キ
ツ
ネ
な
ど
が
急
に
飛

び
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
う
え
、前
を
よ
く
見

て
注
意
し
て
走
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　

交
通
安
全
対
策
本
部
事
務
局

�

（
南
支
所
）☎
59

－

6
1
1
1

募 集 枠 種別 地区 住棟 間取 階情報 戸数

一般世帯枠
住宅に困っている方対象

改良 本町１ 栄 ２ＤＫ ２階(ｴ) １

改良 末広 恵１ ２ＤＫ ４階(ｴ) １

改良 末広 恵３ ２ＬＤＫ １階(ｴ) １

改良 末広 恵３ ２ＬＤＫ ５階(ｴ) １

公営 常盤 誉 ３ＬＤＫ ３階 １

改良 宮前 泉１ １ＬＤＫ １階 １

改良 宮前 泉５ １ＬＤＫ １階 １

公営 南清１ 歩５ １ＬＤＫ １階 １

公営 南清４ 萌２ １ＬＤＫ １階 １

東日本大震災避難者世帯枠 ※３ 公営 平和 夢３ ２ＬＤＫ ３階 １

※１） 募集住戸および募集枠については変更する場合があります。
※２） 階情報に(ｴ)が付いているものは、エレベータ付の住宅です。
※３） 夕張市内の民間賃貸住宅に入居している避難者世帯が対象となります。
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ゆ
る
リ
ラ
講
座
の
お
知
ら
せ

（
り
す
た　

第
3
ク
ー
ル
）

　
「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」
を
ご
存
じ
で
す

か
？�

日
頃
あ
ま
り
運
動
し
て
い
な
い
、

膝
や
腰
が
痛
く
て
動
く
の
が
お
っ
く
う

に
な
っ
た
、も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
な
ど

と
感
じ
て
い
る
高
齢
者
の
方
に
お
勧
め

し
た
い
の
が「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」で
す
。

　

講
座
で
は
、固
く
な
っ
た
筋
肉
を
ゆ

る
め
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
え
る
軽
運
動

と
認
知
機
能
を
維
持
向
上
す
る
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。専
門

の
講
師
が
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま

す
の
で
、初
め
て
の
方
で
も
楽
し
く
実

践
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。寒
さ
が
厳
し

く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
筋
肉
が
凝

り
固
ま
ら
な
い
よ
う
、か
ら
だ
を
動
か

す
習
慣
が
と
て
も
大
切
で
す
。興
味
の

あ
る
方
は
、ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

現
在
、開
催
予
定
の
日
程
・
会
場
は

上
記
の
と
お
り
で
す
。

対　

象　

夕
張
市
民

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物

※�

雪
で
床
が
濡
れ
ま
す
の
で
、会
場
内

で
は
運
動
靴
に
履
き
替
え
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

料　

金　

無
料

そ
の
他

　

日
程
の
変
更
・
中
止
の
場
合
は
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

37
・
5
℃
以
上
の
発
熱
や
風
邪
症

状
な
ど
の
体
調
不
良
が
あ
る
場
合
は
、

参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
開
催
予
定
に
つ
い
て
は
随

時
、広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

市
包
括
支
援
係�

☎
52

－
3
1
0
7

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は

「
年
金
の
日
」で
す
!!

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お一人
お

一
人
、『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と
し

て
、11
月
30
日（
いい
み
ら
い
）を「
年
金

の
日
」と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

や「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
ご
自
身
の
年

金
記
録
や
年
金
見
込
額
を
確
認
し
、

将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、パソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
ご
自

身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

年
金
見
込
額
に
つ
い
て
ご
自
身
の
年

金
記
録
か
ら
様
々
な
条
件
を
設
定
し

た
上
で
、試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、岩
見
沢
年
金
事
務
所

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

岩
見
沢
年
金
事
務
所

　

�

☎
０
１
２
６

－

25

－

１
５
７
０

除
雪
会
員
の
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、除
雪

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、除
雪
の
手

伝
い
が
で
き
る
方
は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
登
録
の
う
え
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

作
業
内
容

　

お
お
む
ね
15㎝
以
上
の
降
雪
が
あ
っ

た
場
合
の
除
雪

作
業
場
所

　

高
齢
者
住
宅
の
玄
関
と
通
路
、公

共
施
設
、そ
の
他
一般
家
庭
な
ど

配
分
金（
報
酬
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
よ
り
支
給

募
集
期
限

　

随
時
受
付
け
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

夕
張
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

☎
59

－

7
7
2
2

11
月
13
日
か
ら
22
日
は
冬
の

交
通
安
全
運
動
期
間
で
す

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
ゆ
う
ば
り

と　

き　

11
月
13
日（
水
）　

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
前

　

終
了
後
は
、千
代
田
三
差
路
で
街
頭

啓
発
を
実
施
し
ま
す
。ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す（
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
）。

冬
の
運
転
に
注
意

　

初
冬
期
は
、路
面
状
況
が
刻
々
と
変

化
し
、比
較
的
気
温
が
高
い
た
め
凍
結

路
面
が
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。早

目
の
冬
タ
イ
ヤ
交
換
と
冬
型
の
運
転
へ

の
切
換
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
全
席
着
用
を

　

シ
ー
ト
ベル
ト
は
交
通
事
故
が
起
き

た
場
合
に
身
の
安
全
を
守
る
「
命
綱
」

で
す
。運
転
席
、助
手
席
は
も
と
よ
り
、

後
部
座
席
に
乗
車
す
る
と
き
も
シ
ー

ト
ベル
ト
を
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

動
物
の
飛
び
出
し
注
意
！

　

日
没
以
降
は
、周
囲
の
見
通
し
が
悪

く
な
り
、鹿
や
キ
ツ
ネ
な
ど
が
急
に
飛

び
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
う
え
、前
を
よ
く
見

て
注
意
し
て
走
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　

交
通
安
全
対
策
本
部
事
務
局

�

（
南
支
所
）☎
59

－

6
1
1
1

ゆるリラ講座日程
場所 実　施　日 開催時間 申込締切 交　　　通

りすた
（定員45名）

令和６年12月４日(水)

午後1:15～2:45
(受付12：45～)

令和６年
11月27日(水)

・夕鉄バス「石炭博物館」12：33発
　　　　  　　 「りすた」13：07着

　　　　  「新夕張駅前」12：12発
　　　　  　　 「りすた」12：26着
各停留所の時間は夕鉄バス時刻表を
ご覧ください。

　　 　12月11日(水)
　　 　12月18日(水)
　 　　12月25日(水)
令和７年１月８日(水)
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す

　

体
罰
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
法
定
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
罰
が
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
悪

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
科
学
的
に
も

明
ら
か
に
な
って
お
り
、「
し
つ
け
」と
称

し
た
暴
力
な
ど
も
含
め
、体
罰
が
繰
り

返
さ
れ
る
と
、心
身
に
様
々
な
悪
影
響

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
し
つ
け
と
体
罰
の
違
い

◦「
し
つ
け
」と
は

　

子
ど
も
の
人
格
や
才
能
な
ど
を
伸

ば
し
、社
会
に
お
い
て
自
律
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
の
目

的
か
ら
、子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
社

会
性
を
育
む
行
為
で
す
。

◦「
体
罰
」と
は

　

子
ど
も
の
身
体
に
何
ら
か
の
苦
痛

を
引
き
起
こ
し
、ま
た
は
不
快
感
を
意

図
的
に
も
た
ら
す
行
為（
罰
）で
す
。

◆
体
罰
な
ど
に
よ
ら
な
い
子
育
て
の

た
め
の
工
夫
ポ
イ
ン
ト

　

体
罰
は
良
く
な
い
と
分
か
っ
て
い
て

も
い
ろ
い
ろ
な
状
況
や
理
由
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
難
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。一
方
で
、安
心
感
や
信
頼

感
、温
か
な
関
係
が
心
地
良
い
の
は
、子

ど
も
も
大
人
も
同
じ
で
す
。

◦�

子
ど
も
の
気
持
ち
や
考
え
に
耳
を

傾
け
ま
し
ょ
う

　

自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
受
け
止

め
て
も
ら
え
た
と
い
う
体
験
に
よ
って
、

子
ど
も
は
気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
り
、

大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。子

ど
も
に
問
い
か
け
た
り
、相
談
を
し
な

が
ら
、ど
う
し
た
ら
良
い
か
を一緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。

◦�「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
」
に
も
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

　

気
を
引
き
た
い
、子
ど
も
な
り
に
考

え
が
あ
る
、言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
理

解
で
き
て
い
な
い
、体
調
が
悪
い
な
ど
、

様
々
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　
「
イ
ヤ
だ
」と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
自
体
は
い
け
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◦�

子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
よ
っ
て
も

異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

年
齢
や
成
長
・
発
達
の
状
況
に
よ
っ

て
、で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

に
よ
っ
て
成
長
・
発
達
の
状
況
に
も
差

が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。子

ど
も
が
困
難
を
抱
え
て
い
る
と
き
は
、

そ
れ
に
応
じ
た
ケ
ア
が
必
要
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

◦�

子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
て
、身
の

周
り
の
環
境
を
整
え
て
み
ま
し
ょ

う

　
「
触
っ
ち
ゃ
ダ
メ
！
」
と
叱
ら
ず
、危

な
い
も
の
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。ま
た
、子
ど
も
が
困
っ
た
行

動
を
す
る
場
合
、子
ど
も
自
身
も
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。自
分
で
で

き
る
よ
う
に
教
え
て
あ
げ
た
り
、環
境

を
整
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◦�

注
意
の
方
向
を
変
え
た
り
、や
る

気
に
働
き
か
け
て
み
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
は
す
ぐ
に
気
持
ち
を
切
り

替
え
る
の
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。待
つ
こ
と
で
気
持
ち
や
行
動
が
変

化
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。家
か
ら
出

て
散
歩
を
す
る
な
ど
、場
面
を
切
り
替

え
る
こ
と
で
注
意
の
方
向
を
変
え
て
み

て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

◦�

肯
定
文
で
わ
か
り
や
す
く
、時
に
は

一
緒
に
、お
手
本
に

　
「
こ
こ
で
は
歩
い
て
ね
」
な
ど
、肯
定

文
で
何
を
す
べ
き
か
を
具
体
的
に
、ま

た
、近
づ
い
て
落
ち
着
い
た
声
で
伝
え

る
と
、子
ど
も
に
伝
わ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。「
一緒
に
お
も
ち
ゃ
を
片
付
け
よ

う
」
と
共
に
行
う
こ
と
で
、や
り
方
を

示
し
た
り
、教
え
た
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

◦�

良
い
こ
と
、で
き
て
い
る
こ
と
を
具

体
的
に
褒
め
ま
し
ょ
う

　

良
い
態
度
や
行
動
を
褒
め
る
こ
と
は

子
ど
も
に
と
って
嬉
し
い
だ
け
で
な
く
、

自
己
肯
定
感
を
育
む
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。ま
た
、何
が
良
い
の
か
具
体
的

に
褒
め
る
と
、子
ど
も
に
よ
り
伝
わ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

◆�

子
育
て
や
親
子
関
係
に
悩
ん
だ
と

き
や
、虐
待
（
疑
い
を
含
む
）
を
発

見
し
た
場
合
な
ど
は
、次
の
問
合

せ
先
へ
の
相
談
・
通
告
を
お
願
い
し

ま
す

問
合
せ
先

市
生
活
福
祉
係�

☎
52

－

1
0
5
9

岩
見
沢
児
童
相
談
所

�

☎
0
1
2
6

－

22

－

1
1
1
9

児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

�

　

☎
1
8
9
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女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
に
つ
い
て

　

毎
年
11
月
12
日
か
ら
11
月
25
日
ま

で
の
2
週
間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」の
実
施
期
間
で
す
。

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、性
犯

罪
、売
買
春
、セ
ク
シ
ャ
ルハラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る

暴
力
は
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害

す
る
も
の
で
あ
り
、男
女
共
同
参
画
社

会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
、克
服
す
べ

き
重
要
な
課
題
で
す
。内
閣
府
男
女

共
同
参
画
推
進
本
部
で
は
、社
会
の
意

識
啓
発
な
ど
、女
性
に
対
す
る
暴
力
の

問
題
に
関
す
る
取
り
組
み
を一層
強
化

す
る

Ｄ
Ｖ
相
談
+（
プ
ラ
ス
）に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴

う
生
活
不
安
・ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら
、Ｄ

Ｖ
の
増
加
・
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、24
時
間
対
応
の
電
話

相
談
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
電
子
メ
ー
ル
を
活
用

し
た
相
談
、外
国
語
に
よ
る
相
談
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
って
Ｄ
Ｖ
か
な
？
」「
今
す
ぐ

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
逃
げ
た
い
け
ど
ど
う

す
れ
ば
いい
の
？
」「
子
ど
も
た
ち
の
こ

と
も
心
配
」
な
ど
、ど
ん
な
相
談
も
Ｄ

Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
気
軽
に

連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
先

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
♯
8
0
0
8

24
時
間
電
話
受
付

�

☎
0
1
2
0

－

2
7
9

－

8
8
9

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・メ
ー
ル・
外
国
語
相
談

問
合
せ
先

市
生
活
福
祉
係�

☎
52

－

1
0
5
9

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
の

�

お
知
ら
せ

　

法
務
局
で
は
、女
性
の
人
権
に
つ
い

て
専
用
相
談
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、ス
ト
ー
カ
ー

な
ど
女
性
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と

や
心
配
ご
と
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。強

化
週
間
期
間
中
は
法
務
局
職
員
や
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
時
間
を
延
長
し

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で

す
。

◆
通
常
の
受
付
時
間

平
日　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分（
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間

11
月
13
日（
水
）～
19
日（
火
）

平
日　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

土
・
日　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

専
用
相
談
電
話

☎
0
5
7
0

－

0
7
0

－

8
1
0

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

厚
生
労
働
大
臣
指
定�

職
業
訓
練
指
導
員
講
習

�

（
48
時
間
講
習
）に
つ
い
て

受
講
資
格

　

技
能
検
定
指
定
の
1
級
お
よ
び
単
一

等
級
の
合
格
者
ほ
か

受
付
期
間

　

11
月
18
日（
月
）～
28
日（
木
）

実
施
予
定
地

　

�

札
幌
市（
定
員
60
名
）、稚
内
市
、

　

帯
広
市
、釧
路
市

※�

希
望
者
が
多
い
場
合
は
、職
業
訓
練

指
導
員
業
務
に
就
く
予
定
の
あ
る

方
を
優
先
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

実
施
時
期

　

札
幌
市

　

令
和
7
年
1
月
22
日
～
30
日

　
（
土
・
日
を
除
く
7
日
間
48
時
間
）

受
講
料
等

　

2
万
4
9
2
0
円（
受
講
料
、教
科

書
代
、消
費
税
込
み
）

そ
の
他

　

申
込
方
法
な
ど
は
、空
知
地
方
技

能
訓
練
協
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先

　

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

　

�（
滝
川
市
流
通
団
地
3
丁
目
6
番

地
23
号　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

空
知
内
）

�

☎
0
1
2
5

－

24

－

1
8
8
0

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
1
2
5

－

23

－

5
2
6
1

国
内
で
の
化
学
物
質
規
制
が

大
き
く
見
直
し
と
な
り
ま
し
た

　

国
内
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
化
学

物
質
の
中
に
は
、危
険
性
や
有
害
性
を

持
つ
物
質
が
多
く
あ
る
た
め
労
働
者

が
安
全
に
働
け
る
よ
う
に
化
学
物
質

規
制
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法
令
の
改

正
に
よ
り
、令
和
6
年
4
月
か
ら
職
場

で
の
化
学
物
質
規
制
が
大
き
く
見
直

し
と
な
って
い
ま
す
。詳
し
く
は
、労
働

安
全
衛
生
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

労働安全衛生
総合研究所
ホームページ

問
合
せ
先

事
業
者
の
た
め
の
化
学
物
質
管
理
無

料
相
談
窓
口

�

☎
0
5
0

－

5
5
7
7

－

4
8
6
2

ご
存
じ
で
す
か
？

中
退
共
の
退
職
金
制
度

　

中
退
共
は
60
年
で
1
1
0
万
社
以

上
の
中
小
企
業
が
利
用
す
る
国
の
退

職
金
制
度
で
す
。

中
退
共
の
退
職
金
制
度
の
特
長

•�

国
の
掛
金
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

•�

掛
金
は
全
額
非
課
税
で
手
数
料
も

か
か
り
ま
せ
ん
。

•�

外
部
積
立
型
だ
か
ら
管
理
が
簡

単
。退
職
金
試
算
額
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
他

　
パ
ー
ト
さ
ん
の
た
め
の
特
例
掛
金
月

額
を
御
用
視
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
従
業
員
も
小
規
模
企
業
共
済

制
度
に
加
入
し
て
お
ら
ず
、事
業
主
と

の
使
用
関
係
を
書
類
で
確
認
で
き
る

場
合
は
加
入
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は「
中
退
共
」で
検
索
！

問
合
せ
先

（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

�

☎
03

－

6
9
0
7

－

1
2
3
4
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北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地
震

注
意
情
報

　

今
年
8
月
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
」
が
初
め
て
発
表
さ
れ
ま
し

た
。北
海
道
に
も
「
北
海
道
・
三
陸
沖

後
発
地
震
注
意
情
報
」と
い
う
同
じ
よ

う
な
情
報
が
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、大
き
な
津
波
を
伴

う
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大

地
震
の
発
生
が
切
迫
し
て
い
ま
す
。こ

の
巨
大
地
震
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る

領
域
や
そ
の
周
辺
で
マ
グ
ニ
チ
ュー
ド
7

以
上
の
地
震
が
発
生
し
、そ
の
地
震
に

続
い
て
大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
可

能
性
が
普
段
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
際
に

「
北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地
震
注
意

情
報
」を
発
表
し
ま
す
。

　
こ
の
情
報
は
事
前
の
避
難
を
呼
び
か

け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。落
ち
着

い
て
、家
具
の
固
定
や
非
常
食
の
確
認

と
いっ
た
地
震
への
備
え
の
再
確
認
と
、

外
に
出
ら
れ
る
服
装
で
お
休
み
い
た
だ

く
な
ど
す
ぐ
に
逃
げ
ら
れ
る
準
備
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
札
幌
管
区
気
象
台
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
保
安
係

�

☎
53

－

4
1
2
1

栗
山
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆�

社
会
に
広
げ
よ
う
犯
罪
被
害
者
等

支
援
の
輪

　

あ
る
日
突
然
、自
分
自
身
や
自
分
の

大
切
な
人
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
は
、直
接
的
な
ダ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な

く
、被
害
後
も

•�

ト
ラ
ウ
マ
に
よ
る
フ
ラ
ッ
シ
ュバッ
ク

•�

パニッ
ク
障
害
、睡
眠
障
害
な
ど
の
発

症
•�
生
活
の
立
て
直
し
や
医
療
費
な
ど

の
経
済
的
負
担

•�

周
囲
の
人
か
ら
の
心
な
い
言
動
に
よ

る
二
次
的
被
害

な
ど
、様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
一

人
で
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
犯
罪
被
害
者
の
現
状

を
理
解
し
、一日
で
も
早
く
問
題
を
克

服
で
き
る
よ
う
に
寄
り
添
い
、社
会
全

体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
支
援

の
輪
を
広
げ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　

警
察
で
は
、事
件
や
事
故
の
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
、家
庭
内
暴
力
、ス
ト
ー

カ
ー
、お
子
さ
ん
の
い
じ
め
問
題
な
ど
で

悩
ん
で
い
る
方
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
ほ
か
、民
間
の
被
害
者
相
談
窓
口

で
も
事
件
や
事
故
に
よ
る
心
の
傷
が

癒
や
さ
れ
ず
に
悩
ん
で
い
る
方
の
た
め

に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
な
た
の
話
を
お

聞
き
し
ま
す
の
で
、一人
で
悩
ま
ず
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

〈
警
察
相
談
電
話
〉

•�

性
犯
罪
被
害
1
1
0
番

　

�

＃
8
1
0
3�（
ハ
ー
ト
さ
ん
）

　

※�つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

�

0
1
2
0

－

7
5
6

－
3
1
0

•�

少
年
相
談
1
1
0
番

�

0
1
2
0

－
6
7
7

－

1
1
0

•�

暴
力
団
相
談
電
話

�

0
1
1

－
2
2
2

－

0
2
0
0

•�

道
警
相
談
セ
ン
タ
ー�

＃
9
1
1
0

〈
民
間
被
害
者
相
談
電
話
〉

•�

北
海
道
被
害
者
相
談
室（
札
幌
）

�

0
1
1

－

2
3
2

－

8
7
4
0

•�

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
北

海
道（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｏ
）

�

0
1
2
0
―
8
8
9
1
―
77

問
合
せ
先

　

栗
山
警
察
署

�

☎
0
1
2
3

－

72

－

0
1
1
0

自
衛
官
募
集

•�

令
和
7
年
度
高
等
工
科
学
校
生
徒

採
用
試
験（
推
薦
・一
般
）

受
付　
　

推
薦　

11
月
29
日
ま
で

　
　
　
　
一般　

1
月
16
日
ま
で

試
験
日　

推
薦　

1
月
11
日
～
13
日

　
　
　
　
一般　

1
月
25
日
～
26
日

年
齢　
　

15
歳
～
16
歳

•�

令
和
6
年
度
第
3
回
一
般
曹
候
補

生
採
用
試
験

受
付　
　

11
月
28
日
ま
で

試
験
日　

12
月
7
日
～
12
日

年
齢　
　

18
歳
～
32
歳

•�

令
和
6
年
度
第
4
回
自
衛
官
候
補

生
採
用
試
験

受
付　
　

11
月
7
日
ま
で

試
験
日　

11
月
16
日
～
17
日

年
齢　
　

18
歳
～
32
歳

◆
自
衛
官
採
用
試
験
な
ど
の
説
明
会

会
場

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

恵
庭
地
域
事
務
所

住
所

　

恵
庭
市
住
吉
町
2
丁
目
3

－

21

　
Ｈ
Ｔ
Ａ
ビ
ル
3
Ｆ

内
容

　

自
衛
隊
の
仕
事
や
魅
力
、処
遇
な
ど

時
期

　

年
中
無
休（
土
日
祝
日
は
事
前
に
問

合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

恵
庭
地
域
事
務
所

�

☎
0
1
2
3

－

34

－

5
4
3
8

　
（
受
付　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

夕
張
市
の
情
報
は

�

「
地
デ
ジ
広
報
」で
！

　

夕
張
市
は
、テ
レ
ビ
で
市
か
ら
の
お

知
ら
せ
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

「
地
デ
ジ
広
報
」
を
4
月
か
ら
開
始
し

ま
し
た
。

　

自
宅
の
テ
レ
ビ
で
最
新
の
夕
張
市
の

お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト
、災
害
な
ど
の

緊
急
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

見
る
方
法

①
8
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
ぶ

②
リ
モ
コ
ン
の「
ｄ
ボ
タ
ン
」を
押
す

③�

リ
モ
コ
ン
の「
上
下
ボ
タ
ン
」を
使
って

テ
レ
ビ
画
面
の
「
地
デ
ジ
広
報
」
を

選
ん
で
、「
決
定
ボ
タ
ン
」を
押
す

④�

リ
モ
コ
ン
の「
上
下
ボ
タ
ン
」を
使
って

み
た
い
記
事
を
選
ぶ

※�

放
送
中
の
番
組
に
よ
って
操
作
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　

市
総
務
係�

☎
52
―
3
1
7
0
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消防団総合訓練

　9/29、消防署の訓練場で災害現場を想定した消防

団総合訓練を実施しました。

　市内9分団、100名ほどが参加し、心肺蘇生、衣類を

使った応急担架の作成、ポンプ車につないだホースから

放水する消火訓練を行うなど、災害対策能力の向上の

ため、消防団員の皆さんが懸命に訓練に励んでいまし

た。

GENKI体操教室

　10/18、老人福祉会館で「ＧＥＮＫＩ（げんき）体操教

室」が開催され、インターンシップに訪れた夕張高校生

と市民の皆さんが参加しました。今年度から新設された

機器を使って、歌をうたったり、映像を見ながら少し難し

い動きに挑戦したりして、たまに間違えて大笑いしなが

ら楽しく体を動かしていました。

第25回ゆうばり芸能特選

　10/20、拠点複合施設りすたで第25回ゆうばり芸

能特選が開催されました。

　太鼓、空手の演武、日本舞踊、詩吟、民謡、カラオケな

どが大勢の観客を前に披露され、来場した皆さんは気

迫のこもった芸能の数々に目を奪われている様子でし

た。
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「
冬
・w

inter

」
が
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る

歌
は
今
年
デ
ビ
ュ
ー
30
周
年
を
迎
え
、夕
張
の

応
援
を
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｙ
の

「W
inter again

」、石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
の
「
津
軽

海
峡
冬
景
色
」
な
ど
、の
ロ
ッ
ク
や
バ
ラ
ー
ド
か
ら

演
歌
ま
で
幅
広
く
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

夕
張
で
も
ス
キ
ー
が
楽
し
め
る
季
節
で
あ
り
、

冬
な
ら
で
は
の
食
事
も
楽
し
み
で
は
あ
り
ま
す

が
、生
活
す
る
、冬
場
を
し
の
ぐ
と
い
う
観
点
か

ら
す
る
と
除
雪
の
負
担
、暖
房
や
冬
物
衣
料
の
準

備
、圧
雪
・
凍
結
路
面
で
の
運
転
、ド
カ
雪
な
ど

心
配
が
つ
き
ま
と
う
季
節
で
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
本
年
5
月
に
は
各
町
内
会
ご
と
に
「
除

排
雪
事
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
回
答
は
好
意
的
な
意
見
の

割
合
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、も
ち
ろ
ん
改
善
を

求
め
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
ご

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、こ
の
冬
も
適
正
な
除
排

雪
事
業
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
降
雪
期
に
向
け
準

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
は
降
雪
の
時
間
帯
、降

雪
量
な
ど
に
よ
っ
て
は
通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
作

業
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。ぜ
ひ

こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
市
民
の
皆
様
に
も
深
い

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

夕
張
市
が
除
雪
す
る
道
路
の
延
長
は

１
８
１
・
１
㎞
、夕
張
市
と
札
幌
市
を
往
復
す
る

以
上
の
距
離
に
匹
敵
、こ
れ
を
31
台
の
車
両
で
行

な
っ
て
お
り
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
夕
張

市
内
の
除
雪
作
業
、実
は
対
外
的
に
も
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
た
だ
た
だ
苦
痛
な
冬
と

な
ら
ぬ
よ
う
、お
気
持
ち
と
し
て
は
歌
交
じ
り
に

冬
の
良
さ
も
感
じ
て
頂
け
る
季
節
に
な
り
ま
す

よ
う
、降
雪
期
の
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

夕
張
市
長　

厚　

谷　
　

司

夕張市ホームページ 夕張市 X（旧Twitter）

夕張市の情報はこちらから

人　口� 6,224人（－22人）
　男� 2,917人（－12人）
　女� 3,307人（－10人）

世帯数�3,804世帯（－12世帯）
（　）は前月比

令和6年10月1日　現在

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
12
月
号
は
、

11
月
29
日
に
配
布
し
ま
す
。

発行　夕張市（毎月１日発行）　北海道夕張市本町４丁目２番地　 0123－52－3170

編集　総務係　　　   夕張市ホームページ　https://www.city.yubari.lg.jp

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、全
国
一斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ

る
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。こ

の
訓
練
で
は
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
と
夕

張
中
学
校
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
音

声
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
、津
波
警
報
、緊
急
地
震
速
報
な
ど

の
情
報
を
国
か
ら
人
工
衛
星
を
通
じ

て
、地
方
公
共
団
体
に
瞬
時
に
伝
達
す

る
と
同
時
に
、携
帯
電
話
会
社
を
通
じ

て
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

実
施
日
時

　

11
月
5
日（
火
）午
前
10
時

　

11
月
20
日（
水
）午
前
11
時

放
送
内
容

〈
上
り
4
音
チ
ャ
イ
ム
〉

　

�「
こ
れ
は
、J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。」×
3
回

〈
下
り
4
音
チ
ャ
イ
ム
〉

問
合
せ
先

　

市
消
防
本
部
保
安
係

�

☎
53

－

4
1
2
1

市長コラム

「冬が始まりますね」「冬が始まりますね」


